マウスを用いた蛍光トモグラフィーの研究 by 三井 陽平
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院   情報理工学研究科     知能機械工学専攻 博士前期課程 
氏    名 三井 陽平 学籍番号 1032086 
論 文 題 目 マウスを用いた蛍光トモグラフィーの研究 
 要  旨 
近年，小動物を用いて体内における分子の挙動を画像化する分子イメージング技術の関心が高
まっている．低侵襲・非侵襲でイメージングする技術は，開発にかかるコストや労力の削減，あ
るいは，同一個体における長期的な観察が可能である．また，同一個体を継続観察することは，
実験動物の削減にもつながるため，動物愛護の観点からも非常に有効な手段である．本研究では，
蛍光を用いたイメージング技術の１つである，蛍光トモグラフィーに着目する． 
蛍光トモグラフィーとは，生体内に投与した蛍光物質の空間分布画像を再構成する技術のこと
である．蛍光物質でラベルした薬剤を小動物に投与し蛍光トモグラフィーを行うことで，動物が
行きたままの状態で，体内における薬剤の空間分布が画像化できる． 
これまで，時間分解計測法を用いた蛍光トモグラフィーにおける画像再構成の手法として，画
像の質を保ちながら，計算を高速化する total light 法が提案されている．しかし，この手法を用
いる従来のアルゴリズムでは励起光と蛍光の双方を測定する必要があるため測定時間が長くなる
欠点があった．本研究では，測定時間の短縮や装置の簡便化が可能となる手法として，total light
法を用いながら蛍光のみを測定して画像再構成を行うアルゴリズムを提案し，得られる画像の評
価を行うことを目的とする．提案するアルゴリズムでは，background の光学特性値が既知であ
ると仮定し，蛍光物質の吸収係数のみを未知数として画像再構成を行う．本研究では，ファント
ム実験，および，マウス内に蛍光体カプセルを留置して測定を行い，二つの画像再構成アルゴリ
ズムによる画像を比較し，以下の結論を得た． 
 
1. ファントム実験においては，どちらのアルゴリズムにおいても，蛍光物質の位置を特定でき
る画像を得ることができた．真の濃度に対する再現性については，励起光と蛍光を測定する
アルゴリズム（Method 1）では 10％ほどであったが，蛍光のみ測定のアルゴリズム（Method 
2）は 30％ほどであった． 
2. マウス実験においては，Method 1 では蛍光物質の位置をある程度予測できる画像を得ること
ができたが，アーチファクトや位置の大きなずれが見られた．また，Method 2 では，検出さ
れる蛍光の強度が弱いために，蛍光物質の位置を特定できる画像を得ることができないこと
がわかった． 
3. 位置のずれや濃度の再現性を改善するために，今後は解剖学的な先見情報の利用，あるいは，
時間分解波形から抽出する特徴量を増加することが必要であると考えられる． 
 
